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☆
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
清
掃 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た 

 

六
月
六
日
（
日
）
、
午
前
八
時
よ
り
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

周
辺
の
草
刈
、
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
地
区
の
盆
踊
り
や
、
運
動
会
、

産
業
文
化
祭
な
ど
で
も
利
用
す
る
、
み
ん
な
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
す
。
き
れ
い
に
な
る
と
、
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

『
み
ん
な
で
す
す
め
る
ま
ち
づ
く
り
』 

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

☆
『
健
康
体
操
』
開
催
！

☆
『
市
長
と
語
る
会
』 

  

周
南
市
の
主
催
で
、
『
市
長
と
語
る
会
』

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

 

■
日
時 

七
月
九
日
（
金
） 

 
 
 
 

午
後
七
時
か
ら
（
予
定
） 

■
場
所 

中
須
公
民
館 

■
内
容 

市
長
講
話 

地
域
課
題
に
対
す
る
提
言･

意
見･

質
疑
応
答
等 

 

（
九
十
分
程
度
） 

 ○
お
問
い
合
わ
せ
先 

中
須
公
民
館 

 

℡
８
９-

０
３
０
１ 

 

五
月
二
十
五
日
（
火
）
、『
健
康
体
操
』（
中

須
地
区
体
育
振
興
会
主
催
）
が
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

周
南
市
体
育
協
会
の
藤
井
治
彰
さ
ん
の

ご
指
導
の
も
と
、
周
南
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

『
新
し
い
風
』
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
、
『
周

南
し
ゃ
っ
き
り
体
操
』
を
学
び
ま
し
た
。 

 

こ
の
体
操
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
、
体

力
づ
く
り
に
つ
い
て
改
め
て
見
つ
め
な
お 

す
よ
い
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 

参
加
さ
れ
た 

み
な
さ
ん
、 

お
疲
れ
さ
ま 

で
し
た
。 

 

『中須バス停前プランター花の植え替え』 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

日 時 内 容 場 所 備 考 

６月１４日（月） よりよくする会理事会 公民館 19時３０分～

６月１５日（火） 

13:20～14：00 

移動図書館 

  やまびこ号 
中須支所  

６月１９日（土） グランドゴルフ大会 総合運動場 体育振興会 

６月２７日（日） 北部地区球技大会  須金 体育振興会 

７月 ２日（金） 

13:20～14：00 

移動図書館 

  やまびこ号 
中須支所  

７月 ９日（金） 地域老人大学校 須々万  

７月 ９日（金） 市長と語る会 公民館 
１９時～ 

（予定） 

平成２２年６月１５日号  中須地区コミュニティ・公民館だより 

６・７月の行事予定 

中須の人口 ６月１日現在 
             前月比 

男     ４０５人  (±０人) 

女     ４７９人  (＋１人) 

総人口   ８８４人  (＋１人) 

世帯数   ４２４世帯 (＋１世帯) 

高齢化率  ４５.７％  

『ペットボトルキャップを集めて 

 世界の子ども達にワクチン接種を！』 

この取り組みが周南市で
行われており、中須中学校
では生徒会でペットボト
ルキャップ集めを行って
います。 
今回、地域の方のご協力も
あって、回収ボックスが満
杯になり、周南市役所に届
けることができました。 

な
か
ず
再
発
見
！ 

第 
 

回 

〜
中
須
八
幡
宮
『石
灯
籠
』の
巻
〜 

2１ 

『中須八幡宮石灯籠』 

 

今
回
の
再
発
見
は
、
中
須
八
幡
宮
『
石
灯
籠
（
い

し
ど
う
ろ
う
）
』
で
す
。 

 

す
が
す
が
し
い
日
差
し
の
中
に
初
夏
を
感
じ
さ
せ

る
五
月
の
あ
る
日
、
中
須
八
幡
宮
へ
行
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
八
幡
宮
へ
続
く
道
に
は
、
こ
の
す

ば
ら
し
い
天
気
を
喜
ん
で
か
、
た
く
さ
ん
の
つ
つ
じ

の
花
が
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
咲
い
て
い
ま
す
。
石
段

の
手
前
に
石
鳥
居
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
少
し
手
前

に
、
こ
の
花
た
ち
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
『
石
灯

籠
』
は
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
『
石
灯
籠
』
は
、
方
形
の
竿
を
有
す
る
角
竿

四
角
型
と
い
わ
れ
る
花
崗
岩
製
の
『
石
灯
籠
』
で
す
。

基
礎
の
上
に
は
、
角
竿
・
中
台
・
火
袋
・
笠
・
請
花
・

宝
珠
が
下
か
ら
順
に
乗
っ
て
お
り
、
石
の
様
子
か
ら

し
て
も
か
な
り
の
年
代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
火
袋
の

屋
根
に
な
る
笠
は
、
左
右
両
端
に
向
か
っ
て
反
り
あ

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
上
部
は
、
緩
や
か
な
丸

味
を
お
び
て
お
り
、
ま
た
、
最
下
部
の
足
と
な
る
基

礎
の
上
部
と
火
袋
を
支
え
る
中
台
の
下
部
に
は
、
複

数
の
蓮
の
花
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
重
圧
感
も
感
じ
さ

せ
る
大
変
美
し
い
姿
を
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
『
石
灯
籠
』
の
竿
に
は
、『
元
禄
七
甲
戌
年
（
一

六
九
四
年
）
』
と
い
う
文
字
が
、
ま
た
、
道
を
挟
ん
だ

も
う
一
方
の
『
石
灯
籠
』
に
は
、『
宝
永
元
甲
申
年
（
一

七
〇
四
年
）
』
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 
 

『
灯
籠
』
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
元
は
文
字

通
り
、
灯
（
あ
か
り
）、
籠
（
か
ご
）
で
あ
り
、
仏
教

の
伝
来
と
と
も
に
伝
わ
り
、
寺
院
建
設
が
盛
ん
に
な

っ
た
奈
良
時
代
か
ら
多
く
作
ら
れ
、
平
安
時
代
に
な

る
と
神
社
の
献
灯
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
石
で
で
き
た
『
灯
籠
』
自
体
は
古

く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の

で
こ
の
地
に
あ
る
『
石
灯
籠
』
よ
り
古
い
物
は
、
市

内
で
も
毛
利
家
墓
所
に
登
る
石
段
途
中
の
も
の
や
、

遠
石
八
幡
宮
の
も
の
な
ど
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、

大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
石
灯
籠
が
、
夜
道
を
照
ら
し
て
い
る
光
景
を

頭
に
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
松
尾
芭
蕉
に
な
っ
た
気

分
で
ま
た
ま
た
一
句
、 

月
灯
り つ

つ
じ
に
負
け
じ
と 

 
 
 
 
 
 

あ
か
り
か
ご 

 

（
写
真
・
文 

公
民
館
主
事 

福
田
）

宝珠（ほうじゅ） 

請花（うけばな） 

笠（かさ）

火袋（ひぶくろ） 

中台（ちゅうだい） 竿（さお） 

基礎（きそ） 

ありがとうございました。 
小さな活動でも、大きな役に立つことがたくさん
あります。 
これからも様々な活動を積極的 
に行っていきますので、ご協力 
よろしくお願いいたします。 
ご家庭で不要なペットボトルキ 
ャップがございましたら、 
いつでも中学校までお持ちくだ 
さい。 
 


